
農泊をめぐる状況について







○ 農泊地域の年間延べ宿泊者数はコロナ禍で大きく減少したものの、令和５年度時点で794万人泊まで増加し、令和７年度までの700万人泊の
目標を達成。

○ 農泊地域の１泊あたり平均宿泊費は観光旅行全体に比べ安価にとどまっており、農泊地域への誘客による消費効果の増大に向け、農泊の高付
加価値化が課題。
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農泊の
平均宿泊費
12,904円

観光全体
平均宿泊費
15,140円

観光全体と比較して

安価にとどまっている

農泊の高付加価値化が課題
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○ 「農泊」の狙いは、古民家・ジビエ・棚田など農山漁村ならではの地域資源を活用した様々な観光コンテンツを提供し、農山漁村への長時間の滞
在と消費を促すことにより、農山漁村における「しごと」を作り出し、持続的な収益の確保・地域の雇用創出と、農山漁村への移住・定住も見据え
た関係人口の拡大・深化を図ること。

○ 今後、インバウンドの地方誘客と地方消費を促すため、農泊地域への誘客増大を図るとともに、体験の充実等による地域での消費機会拡大、
農泊事業者の生産性向上や宿泊等の単価再設定につながる高付加価値な農泊モデルの創出・全国への横展開を進め、消費・所得創出効果の最
大化を図る。

◇延べ宿泊者：700万人泊

◇関連消費：約1,060億円
（宿泊：約580億円、食事：約300億円、体験：約180億円）

◇所得創出：約420億円
※ 関連消費額 付加価値率（0.4）として試算。

個別事業者の好事例を地域全体に裨益するモデルとした上で
全国に横展開。消費・所得創出効果の最大化を図る必要

利用者700万人泊の所得創出効果（試算）

・昔ながらの民宿を、外部人材の指導を受け建
物・食事を完全リニューアルし、「海のオーベ
ルジュ」として展開、世代を問わず都市部から
の来客でにぎわう。地域の雇用創出にも貢献。

令和２年のリニューアル後、
宿泊単価は一人当たり１万円→2万5千円
宿泊者数は年間700人→1200人へ
民宿時代は家族経営だったが、正社員として
6名の雇用を新たに確保

○内外海地区活性化プロジェクト推進協議会 （福井県小浜市）

高付加価値な農泊モデルの実践例
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消費・所得
創出効果の
最大化

誘客増大

高付加価
値化

消費機会
拡大

目指すべき姿

・新規来訪者獲得

・滞在長期化

・リピーター化 等

「地域協議会」ベースの地域一体となった取組

・体験コンテンツ強化

・物販充実

・関係者連携強化 等

・DXによる事業者
の生産性向上

・単価の再設定 等

地域に「しごと」を創出
関係人口の拡大・深化の実現

うちとみ





高付加価値化を目指す新たな取組

○ 令和6年度予算においては、農泊地域の創出のためにかつて支援を受けた地区について、高付加価値化を目指す新たな
取組について2年間定額の支援や、マーケティングやプロモーションなど地域にない専門知識を持つ専門家の雇用等に要
する支援について拡充した。
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第二章 基本的施策

第四節 農村の振興に関する施策

（農村の総合的な振興）

第四十三条 （略）

２ 国は、地域の農業の健全な発展を図るとともに、景観が優れ、豊かで住みよい農村とす

るため、地域の特性に応じた農業生産の基盤の整備及び保全並びに農農村との関わりを持つ

者の増加に資する産業の振興と防災、交通、情報通信、衛生、教育、文化等の生活環境の

整備その他の福祉の向上とを総合的に推進するよう、必要な施策を講ずるものとする。

（地地域の資源を活用した事業活動の促進）

第四十五条 国は、農農業と農業以外の産業の連携による地域の資源を活用した事業活動を通

じて農村との関わりを持つ者の増加を図るため、これらの事業活動の促進その他必要な施

策を講ずるものとする。

（都市と農村の交流等）

第四十九条 国は、国民の農業及び農村に対する理解と関心を深めるとともに、健康的でゆ

とりのある生活に資するため、余余暇を利用した農村への滞在の機会を提供する事業活動の

促進その他の都市と農村との間の交流の促進、都市と農村との双方に居所を有する生活を

することのできる環境整備、市民農園の整備の推進その他必要な施策を講ずるものとする。

２ (略)
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2023 1 12 14 1

観光全体
平均宿泊費
15,140円

農泊の
平均宿泊費
12,904円

平均料金
3,425円



出典：農林水産省統計部データ分析支援チーム「農泊実施による効果に関する追加的分析レポート」（令和６年３月公表）
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出典：RESAS（地域経済分析システム） ※元データ：観光庁「訪日外国人消費動向調査」(2019)、日本政府観光局（JNTO）「訪日外客数」(2019)
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